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旭川医科大学 

 

資料１－１－１ 医学科履修要項（抜粋） 

 

チュートリアル教育は本学の教育目標を達成するために展開され、第５学年から始まる臨床実習

（クリニカル・クラークシップ）前までに必要とされる基本的な①知識、②技能、③態度を身に付

け、将来にわたり医学・医療の進歩および発展に寄与できる基本的能力育成のための方策の１つと

して位置づけられます。 

医学チュートリアルは第１学年に展開されるチュートリアルⅠ、第２学年に展開されるチュート

リアルⅡおよび臨床実習前の第４学年に展開されるチュートリアルⅢ～Ⅵから成ります。 

 

【医学チュートリアルⅠ】 

チュートリアルⅠは、基礎生物学の演習としての性格を持っており、基礎生物学で使用する教科

書を使って以下の各項目を達成することを目標とします。 

１．生命科学関連の用語の意味を正しく理解し、教科書を読み解く知識を獲得する。 

２．図書館やインターネット等を利用した適切な情報の検索法を学び、得られた情報を学習に活用

できる能力を養う。 

３．生命現象の本質を科学的に捉え、それを論理的に説明できる能力を養う。 

４．自らが課題を設定し、それを追究する能動型学習の態度を身につける。 

 

【医学チュートリアルⅡ】 

チュートリアルⅡは、グループダイナミクスを通して自ら進んで基礎医学分野に関する課題解決

を行うことができるようになるとともに、問題発見能力も培うことを目的とします。具体的な到達

目標としては以下の通りです。 

（1）医学の基礎となる事項について、自ら進んで学ぶことにより理解し、自分の言葉で説明できる。

（2）自分で理解が充分でないことについて、それを自覚して適切な方法で学ぶことができる。 

（3）自ら問題点を見出し、それを解決することができる。 

（4）グループ活動に積極的に取り組むことができる。 

 

【医学チュートリアルⅢ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ】 

チュートリアルⅢ～Ⅵでは、以下の各項目を達成することを目標とします。 

１．自学自習の態度を習慣づける。 

２．他者との協調性を高め、コミュニケーション能力を修得する。 

３．プレゼンテーション能力を修得する。 

４．広い視点から自ら考え的確に問題点を抽出できる能力を修得する。 

５．問題解決のための情報の収集・分析能力を修得する。 

６．医師、医学者として求められる高い倫理観を修得する。 
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旭川医科大学 

 
資料１－１－２ 学生トレース支援システムの開発・活用状況 
（平成 20 年度） 
 ・教育センターと共に推進している文部科学省教育ＧＰ事業「高大病連携によるふるさと医療人育

成の取組」と連携して、学生トレース支援システムを再構築（資料１－１－３） 
 ・学生トレースシステムを利用して、ＡＯ入試による入学者の知識・態度・技術指標における評価

について，他の入試区分別学生の評価と比較検討調査を実施し、入学センター活動報告書第 2 号

に公表し、学内教員に周知（資料１－１－４） 
（平成 21 年度） 
 ・電子化されていなかった開学から平成１０年までの入試データ、教務データを学生トレースシス

テムのデータに追加 
・学生トレース支援システムを、オンライン化し、ID・パスワードを用いた教員のアクセスを可能

とし、教員が学生成績を把握し、教育方法の改善に利用可能なシステムとした（資料１－１－３）。

・医学部共用試験成績（ＣＢＴ・ＯＳＣＥ）について，異なる入試区分(ＡＯ入試，推薦入試，前期

日程，後期日程，編入学)学生の比較追跡調査を実施し、結果を，「全国大学入学者選抜研究連絡

会議」（５月）で発表、入学センター活動報告書第３号に公表し、学内教員に周知（資料１－１－

５） 

（出典：入学センター資料） 
 
資料１－１－３ 学生トレース支援システムの概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：入学センター資料） 

入試情報入力 追跡調査 
選抜方法改善

入試広報 
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地域医療教育実践

教育 GP 活動支援

講義 
学生評価 地域医療教育実践

学生評価 
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連携活動）実施 

入試課 入学センター 

学生成績 
管理システム 
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システム 

同窓会オンライン
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高等学校 

卒業生（臨床指導教授等）

地域中核病院 

学生支援課 

学生成績把握学生成績入力 

学生トレース 
支援システム 

教育方法改善 学生評価 

学生評価 
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資料１－１－４ 入学センター活動報告書第２号（抜粋） 

医学科ＡＯ入試学生の臨床実習における評価 

臨床実習初年度を終えた旭川医科大学ＡＯ入試１期生の知識，態度，技術指標における評価を，

他の入試区分別学生の評価と比較検討した。異なる入試区分において，知識指標では有意差は認め

られなかったが，態度・技術指標ではＡＯ入試合格者は，学力検査のみで選抜している後期日程よ

りも，有意に高値であり，人物評価重視の選抜をすることは，臨床実習教育を受けるにふさわしい

学生を選抜する上で有用であることが示唆された。 

 学力に偏らない選抜としてのＡＯ入試学生が，態度・技術指標関連項目において，前期・推薦入

試学生に比べ遜色なく高い値を示していること，しかも知識指標において何ら低い値となっていな

いことは，本学の教育目標を十分に達成していることを示している。したがって，本学でＡＯ入試

において用いている面接等の人物評価重視の選抜方法が，本学の教育目標を達成させる学生を選抜

する上で妥当であることを示していると思われる（表１参照）。 

 

表１ 入院，外来診療（実習）における知識・態度・技術指標関連項目の値（６段階評価） 

入院診療（実習） 外来診療（実習） 
入試区分 

知 識 態 度 技 術 知 識 態 度 技 術 

ＡＯ 4.10±0.73 4.47±0.71 4.23±0.73 4.15±0.82 4.50±0.69 4.24±0.72

前期 4.07±0.89 4.38±0.76 4.16±0.86 4.23±0.99 4.46±0.89 4.30±0.98

推薦 4.21±0.94 4.56±0.87 4.31±0.93 4.30±1.02 4.65±0.92 4.36±1.02

後期 4.03±0.83 4.31±0.77 4.06±0.77 4.10±0.89 4.33±0.80 4.10±0.82

編入 4.18±0.90 4.36±0.71 4.17±0.77 4.20±0.89 4.38±0.78 4.14±0.86

注）平均±標準偏差を示す。    は最大値，    は最小値を示す。 

 

資料１－１－５ 入学センター活動報告書第３号（抜粋） 

医学部共用試験成績（ＣＢＴ・ＯＳＣＥ）と入学者選抜方法の違い 

全国医学部において，臨床実習前に実施されている共用試験（ＣＢＴ：Computer Based Test，

ＯＳＣＥ：Objective Structured Clinical Examination）の評価を異なる入試区分において比較

検討した。各入試区分において，知識評価指標であるＣＢＴでは有意差は認められなかった。態度・

技術評価指標であるＯＳＣＥではＡＯ入試合格者は，一般選抜の学生よりも高得点を示した。特に

医療面接においては，もっとも高得点を示した（表２，表３参照）。 

 

表２ 入試区分別「態度評価指標」，「技術評価指標」の推移（100 点満点） 

態度評価指標 技術評価指標 
区 分 

ＡＯ 前期 後期 推薦 編入 ＡＯ 前期 後期 推薦 編入 

2006 年度 93.2 90.2 90.2 93.0 91.9  86.5* 81.3 80.4 84.7 82.2 

2007 年度 96.0 95.7 94.0 93.6 94.3 89.5 89.0 87.7 90.5 88.5 

2008 年度 95.1 92.8 92.4 93.4 94.2 87.7 87.9 87.2 89.0 88.8 

* p<0.05（後期にのみ） 

 

表３ 入試区分別「医療面接」結果の推移（100 点満点） 

区 分 ＡＯ 前期 後期 推薦 編入 

2006 年度 77.4 70.6 72.6 78.0 76.5 

2007 年度 91.6* 89.0 85.8 88.5 84.4 

2008 年度 86.4** 81.6 80.3 81.1 81.6 

* p<0.05（推薦を除く） ** p<0.05 
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資料１－１－６ 医学科履修要項（抜粋） 

【早期体験実習Ⅰ】 

早期体験実習Ⅰは、医療・保健・福祉施設の現場を早期に体験学習することにより、医療人とし

て必要な学習への関心を高め動機づけをすることを目的にしています。医学科、看護学科合同実習

とすることで、医療人として必要なことを体験実習を通じて体得していただきたいと思います。こ

の実習の教育目標は、以下のように設定しています。 

（一般目標） 

 早期体験実習を通じて、良いコミュニケーションとは何かを知り、将来あるべき医療人の姿につ

いて述べることができる。 

（行動目標）  

１．他職種の医療人との良いコミュニケーションを築くことができる。 

２．医療・保健・福祉施設の患者さんとの良いコミュニケーションを築くことができる。 

３．将来あるべき医療人像について説明することができる。 

 

 

資料１－１－７ 医学科履修要項（抜粋） 

【早期体験実習Ⅱ】 

早期体験実習Ⅱでは、北海道をフィールドにして、地域医療の問題点を考察します。まず、対象

地域を決定し、その地域での問題点をKJ法にて抽出し、調査の概要をグループ内で決定します。プ

レ発表会での討議のあと、調査対象とする機関を決定し、アポイントをとって現地での調査を行い

ます。調査の結果は、最終発表会で報告することになります。 

（一般目標） 

地域医療の現状の把握と問題点を抽出し、解決法を考察することにより、地域医療の実態を把握し、

見識を深めるとともに、その重要性と本質を理解する。 

（行動目標） 

（1）地域医療の問題点を抽出し、解決策を考えることができる。 

（2）必要な情報を図書館やインターネット、フィールドワークを通じて収集できる。 

（3）グループ内で積極的に作業・議論に参加できる。 

（4）収集した情報をデータでまとめ、的確に発表することができる。 

（5）協調性を持ってチームとして一緒に行動できる。 

 

 

資料１－１－８ 医学科履修要項（抜粋） 

【地域医療学】 

（履修目的） 

 新カリキュラム実施に伴う新規開講科目であり、地域の医療・保健・福祉の現場の第一線で活躍

している先輩医師（いずれも本学卒業生）の講演を通し、北海道の地域医療（地域保健・地域福祉

を含む）の現状と課題を見据え、各自の将来展望に役立てる。 

（到達目標） 

①北海道の面積・地形・人口・主要自治体・産業など、特色を説明できる。 

②北海道の地域医療（保健・福祉）の現状について概説できる。 

③北海道の地域医療（保健・福祉）の課題（問題点）を指摘できる。 

④北海道以外の地域医療（保健・福祉）にも興味・関心がもてる。 

⑤将来展望のなかに地域医療（保健・福祉）への貢献を位置づけることができる。 
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旭川医科大学 

 

資料１－２－１ 医学科における入学定員の変遷                

募 集 人 員 
一般選抜 ２年次後期編入学 入学 

年度 前期 
日程 

後期 
日程 

AO 入試 
(全国枠) 

AO 入試 
北海道地域枠
(北海道地域枠)

推薦入試
(全国枠)

地域枠 
推薦入試
(道北・道
東地域枠)

小計 
(全国枠) 

(北海道 
地域枠) 

合 計 
(入学定員)

16 20 50 10 10 90 10  100

17 20 50 10 10 90 10  100

18 20 50 20 90 10  100

19 20 50 20 90 10  100

20 20 40 20 10 90 5 5 100

21 40 17  35 10 102 5 5 112

22 40 22  40 10 112 5 5 122

（出典：事務局資料） 

 

資料１－２－２ 医学科における道内出身者比率の変遷 

内 訳 
道内出身者 道外出身者(※) 入学 

年度 
入学 
者数 

人数 
入学者数に 
対する比率 

人数 
入学者数に
対する比率

16 100 51 51.0％ 49 49.0％

17 100 31 31.0％ 69 69.0％

18 100 35 35.0％ 65 65.0％

19 101 34 33.7％ 67 66.3％

20 100 51 51.0％ 49 49.0％

21 112 75 67.0％ 37 33.0％

※私費外国人留学生を含む。   （出典：事務局資料） 
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旭川医科大学 

 

資料１－２－３ 専門看護師教育課程認定証 
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旭川医科大学 

 

資料１－３－２「高大病連携によるふるさと医療人育成の取組」概要 

 

－高大病連携によるふるさと医療人育成の取組－ 

「地域社会が地域の医師を育む」という視点から，医療機関である本学が，地域の高等学校や地

域医療機関と連携し，高校生に「医療人としての職業観」の自覚を促すことを目的として実習体験

等を提供することにより，その後の入試制度から学部教育，卒後研修までを一貫統合して，将来地

域医療に従事する医療職者，すなわち「ふるさと医療人」を育もうという取組です。 

北海道内各地の医師を志す若者が，大学卒業後，道内の比較的医療が手薄な地域に従事すること，

及び卒業後も地域医療のヘルスコーディネーターとして活躍できるように生涯学習を実践し後継者

の育成が出来る人材となることを目標として，平成 20 年度から平成 22 年度までの間取り組むもの

です。 

 

（出典：旭川医科大学概要） 

 

資料１－３－３ 医療体験実習実施状況 

実施年月 実習施設 参加高校 参加者数 

平成 21 年８月 函館五稜郭病院 函館中部高校 41 名 

〃 名寄市立総合病院 旭川東高校 5 名 

〃 富良野協会病院   〃 6 名 

〃 釧路労災病院 釧路湖陵高校 9 名 

平成 21 年 10 月 帯広徳洲会病院 帯広柏葉高校 6 名 

平成 21 年 12 月 おたる北脳神経外科 小樽潮陵高校 7 名 

平成 22 年１月 札幌東徳洲会病院 札幌東高校 9 名 

〃 札幌社会保険総合病院 札幌西高校 30 名 

〃 滝川市立病院 滝川高校 8 名 

〃 江別市立病院 岩見沢東高校 10 名 

〃 道東脳神経外科病院 北見北斗高校 13 名 

〃 新日鐵室蘭総合病院 室蘭栄高校 32 名 

〃 市立室蘭総合病院 〃 20 名 

計 196 名 

（出典：事務局資料） 
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資料１－３－４ 講義室設備一覧 

講義室名 

面 

積 

（
㎡
） 

収
容
定
員
（
人
） 

机
・
椅
子 

パ
ソ
コ
ン 

※ 

Ｖ
Ｔ
Ｒ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ 

テ
レ
ビ
・
モ
ニ
タ
ー 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー 

マ
イ
ク
設
備 

学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ 

備 考 

第１講義室 83 55 36 可動 － ○ ○ ○ － ○  

第２講義室 82 55 46 可動 － ○ ○ ○ － ○  

第３講義室 80 60 56 可動 － ○ ○ ○ － ○  

第５講義室 149 140 140 固定 － ○ ○ ○ ○ ○  

第６講義室 148 140 140 固定 － ○ ○ ○ ○ ○  

第７講義室 148 142 142 固定 － ○ ○ ○ ○ ○  

大講義室 254 201 201 固定 ○ ○ － ○ ○ ○  

講義室Ａ 94 70 69 可動 － ○ ○ ○ ○ ○  

講義室Ｂ 90 70 70 可動 － ○ ○ ○ ○ ○  

講義室Ｃ 94 70 61 可動 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

講義室Ｄ 102 70 70 可動 ○ ○ － ○ ○ ○  

臨床第１講義室 298 265 265 固定 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

臨床第２講義室 162 140 140 固定 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

臨床第３講義室 150 131 131 固定 ○ ○ ○ ○ ○ ○  

※パソコンは，必要に応じて携行使用                 （出典：事務局資料） 

 

資料１－３－５ 設備の新設・更新状況 

 設 備 名 種別 講 義 室 等 名 

液晶プロジェクター 新設 第１・第２・第３講義室 

液晶プロジェクター 更新 大講義室，第５・第６講義室 

液晶モニター 新設 講義室Ｂ・Ｃ 

ＤＶＤ装置 新設 第５・第６・第７講義室 

ＤＶＤ装置 更新 第２・第３・第４実習室 

ＶＴＲ装置 更新 第２・第３・第４実習室 

平

成

17

｜

19

年

度 

マイク，スピーカー等 更新 第２・第３・第４実習室，大講義室 

液晶プロジェクター 更新 臨床第３講義室，第７講義室，講義室Ｂ・Ｃ，大講義室 

液晶モニター 更新 臨床第３講義室，第５講義室，講義室Ａ，解剖実習室 

マイク，スピーカー等 更新 臨床第３講義室，第５・第６・第７講義室，大講義室 

平

成

20

年

度

以

降 
パソコン 更新 

情報処理実習室，講義室Ｃ・Ｄ，臨床第１・第２・第３講義

室，大講義室，チュートリアル室（全 15 室），ゼミ室（全５

室），図書館 

（出典：事務局資料） 
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資料１－３－６ 「学生による授業評価」実施要領（抜粋） 

教授会制定：平成13年９月12日

最 終 改 正 ：平成21年３月19日

１.対象学生 学部学生 

２.実施対象 

 （1）「講義に対する学生評価」： 

    講師以上の授業担当教員に対して行う。ただし，助教については授業科目のコーディネー

タとなっている者を対象とする。授業担当教員が自分の担当している授業科目の中から一

つを選択し，その科目に対して行う。 

 （2）「科目全体の講義企画に対する学生評価」：総合科目に対して行う。 

   「実習企画（または演習企画）に対する学生評価」：実習又は演習に対して行う。 

   「臨地看護学実習企画に対する学生評価」：臨地看護学実習に対して行う。 

３. （省略） 

４.評価方法及び内容 

  無記名とし，５段階評価と自由記載を併用する。（以下省略） 

５. （省略） 

６. （省略） 

７.教員へのフィードバック方法 

 （1）集計結果と記述部分を当該授業担当教員へ配布する。但し，「企画に対する学生評価」の結

果については，当該コーディネータに配布する。 

 （2）上記集計結果を基に「講義に対する学生評価」分については，全教員の結果と順位を学長

へ報告する。 

８. （省略） 

９. （省略） 

10.授業改善の報告とＦＤ行事 

 （1）「講義に対する学生評価」において，得点が３点未満の教員は，講義の実情や評価の内容に

対する改善策等について，学長へ報告する。 

 （2）上記に該当した教員に対しては，教育センターＦＤ・授業評価部門が企画するＦＤを目的

とした行事への参加など，授業改善策に向けた活動を行うよう，教育センターから推奨す

る。 

 

（出典：事務局資料） 

 

資料１－３－７ ＦＤ活動の状況  

平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 
区   分 

開催数 参加者 開催数 参加者 開催数 参加者 

ワークショップ 0 回 0 人 2 回 83 人 4 回 74 人 

講 演 会 2 回 148 人 3 回 239 人 3 回 149 人 

（出典：事務局資料） 
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資料１－４－１ オフィスアワー一覧（抜粋） 

 
（出典：履修要項） 
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資料１－４－２ 学生リーダーシップ賞授与要項 

(趣旨) 

第1 この要項は，旭川医科大学(以下「本学」という。)が定める教育理念・目標に基づき，医師及

び看護職者に求められる基本的な資質としてのリーダーシップの素養を身につけることを推奨す

るために，本学学生が，本学又は社会において，目標実現に向けて積極的に行動する取組みを行

い，成果をあげた場合に表彰し，これを称えるとともに，学生活動の活性化を図ることを目的と

する。 

(名称) 

第2 前項の表彰の名称は，「旭川医科大学学生リーダーシップ賞」(以下「学生リーダーシップ賞」

という。)とする。 

(受賞対象者) 

第3 受賞対象者は，本学に在籍する学部学生とする。 

(受賞候補者の推薦) 

第4 受賞候補者の推薦は，自薦又は他薦とし，推薦にあたっては別紙様式により学長に申請するも

のとする。 

(受賞者の決定) 

第5 受賞者の決定は，大学運営会議の議に基づき学長が決定する。 

(表彰) 

第6 表彰は，学長が賞状を授与することにより行う。 

(庶務) 

第7 学生リーダーシップ賞に関する庶務は，教務部学生支援課において処理する。 

(雑則) 

第8 この要項に定めるもののほか，学生リーダーシップ賞に関し必要な事項は学長が別に定める。

附 則 

この要項は，平成 20 年 9 月 3 日から実施する。 

（出典：旭川医科大学規程集） 

 

資料１－４－３ 保健管理センターの利用状況                 （単位：人） 

健康相談 
区 分 利用者 

身体面 精神面 計 
応急処置 検査 その他 

延利用 

者数 

平成 18 年度 2,991 6,063 369 6,432 1,577 256 523 8,788

平成 19 年度 2,962 6,396 478 6,874 1,638 272 479 9,263

平成 20 年度 3,165 6,885 298 7,183 1,795 295 406 9,679

平成 21 年度 3,144 6,462 562 7,024 1,655 157 926 9,762

 （出典：旭川医科大学概要） 
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資料１－４－４ 保健管理センターのしおり（抜粋） 

 

（出典：保健管理センターのしおり） 
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資料１－４－５ 学術振興後援資金事業に関する要項（抜粋） 

第1 この要項は，旭川医科大学(以下「本学」という。)が創設30周年を記念して設立した旭川医科

大学学術振興後援資金(以下「後援資金」という。)を用いて実施する支援事業(以下「支援事業」

という。)に関し，必要な事項を定めるものとする。 

第2 支援事業は，次のとおりとする。 

(1) 学生及び若手研究者の学会派遣事業 

(2) 若手研究者の研究活動助成事業 

(3) 若手研究者の国際会議への派遣事業 

(4) 地域医療機関等への視察事業 

(5) 国際交流協定大学等との交流事業 

(6) 国際交流に関する情報収集事業 

(7) 留学生の支援事業 

(8) その他学長が必要と認めた事業 

（出典：旭川医科大学規程集） 

 

資料１－４－６ 留学生への奨学資金支援状況 

区 分 所属等 人数 支援金額 

平成 19 年度 博士課程学生 １名 360,000 円 

平成 20 年度 博士課程学生 １名 360,000 円 

平成 21 年度 博士課程学生 ２名 570,000 円 

（出典：事務局資料） 

 

資料 1－４－７ 国際交流センター什器等整備状況 

 

 

（出典：事務局資料） 
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資料２－１－１ 学長裁量経費による研究資金の助成 

区 分 研 究 形 態 件 数 金額（千円） 

平成 19 年度 個別研究（若手研究者対象） 20 10,000 

平成 20 年度 個別研究（若手研究者対象） 20 15,000 

プロジェクト研究     （2 件） 
平成 21 年度 

個別研究（若手研究者対象）（32 件） 
34 43,000 

（出典：事務局資料） 
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資料２－１－２ 旭川ウェルビーイング・コンソーシアム概要 

（出典：旭川ウェルビーイング・コンソーシアムＨＰ） 
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資料２－１－３ サテライトキャンパス（HI･RO･BA）概要 

（出典：旭川ウェルビーイング・コンソーシアムＨＰ） 
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資料２－２－１ 関係規程の整備状況 

【知的財産関係】 

・旭川医科大学知的財産取扱規程（平成 16 年 4 月制定－平成 21 年 4 月改正） 

・旭川医科大学知的財産管理等に関する委員会規程（平成 16 年 4 月制定－平成 22 年 1 月改正） 

・旭川医科大学知的財産管理アドバイザーに関する要項（平成 16 年 11 月制定） 

・旭川医科大学リエゾンオフィス要項（平成 20 年 3 月制定） 

・旭川医科大学知的財産ポリシー（平成 21 年 7 月制定） 

・旭川医科大学職務発明等補償金支払細則（平成 21 年 12 月制定・平成 21 年 4 月適用） 

【利益相反関係】 

・旭川医科大学の臨床研究に係る利益相反ポリシー（平成 17 年 10 月制定） 

・旭川医科大学利益相反審査委員会規程（平成 17 年 10 制定－平成 20 年 6 月改正） 

・旭川医科大学の学術研究に係る行動規範（平成 19 年 10 月制定） 

（出典：旭川医科大学規程集） 

 

資料２－２－２ 講演会，セミナーの開催状況 

【知的財産関係】 

開催日：平成 20 年 11 月 

演 題：大学における知的財産活動（参加人数 27 名） 

講 師：特許庁職員 

開催日：平成 20 年 11 月 

演 題：大学の知財取組と組織構築（参加人数 27 名） 

講 師：本学知的財産アドバイザー 

開催日：平成 21 年 7 月 

演 題：脳梗塞に対する自己骨髄幹細胞治療（参加人数 25 名） 

講 師：札幌医科大学特任教授 

開催日：平成 21 年 7 月 

演 題：再生医療と特許（参加人数 25 名） 

講 師：札幌医科大学准教授 

開催日：平成 21 年 10 月 

演 題：バイオ・ライフサイエンス分野等における共同研究の成果や成功事例を通じて，「特許の創

出，権利化」に向けた実践的な知識・スキルを二段階で習得（参加人数 20 名） 

講 師：弁理士 

【利益相反関係】 

開催日：平成 20 年 12 月 

演 題：臨床研究における利益相反について（参加人数 102 名） 

講 師：東北大学教授 

開催日：平成 21 年８月 

演 題：臨床研究における利益相反について（参加人数 50 名） 

講 師：本学教員 

（出典：事務局資料） 
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資料３－１－１ 大学院修士課程学生募集要項（抜粋） 

 

２ 教育方法の特例 

本学修士課程では，大学院設置基準第１４条「教育方法の特例」を適用し，有職者が離職することなく修学

することが可能となるよう，有職者に対し配慮した教育を実施しています。 

教育方法の特例としては，夜間，土曜日，夏季・冬季休業中に開講する講義等を履修でき，研究指導も受け

ることができます。 

 

３ 学位の授与    

修士課程を修了した者には，修士（看護学）の学位を授与します。 

修士課程の学位は，大学院に２年（標準とする。）以上在学し，３０単位以上を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，論文審査（臨床実践看護学領域（がん看護専門看護師養成コース）は，特定の課題についての

研究成果を含みます。）及び最終試験に合格した者に与えます。 

 

４ 長期履修学生制度 

本学修士課程では，職業を有している等の事情によって，標準修業年限（２年）を超えて一定の期間（3年又は4年）

に亘り計画的に教育課程を履修し，修了することを願い出た者については，審査のうえ，これを許可する制度を設けて

おります。 

この制度の適用者を「長期履修学生」といい，当該学生の授業料総支払額は，標準修業年限による修了者と

同額になります。 

この制度の適用を希望する場合は，合格発表後，入学手続案内で定める期間に下記の照会先へ申し出てください。 

   なお，臨床実践看護学領域（がん看護専門看護師養成コース）の学生は，この制度の適用はありません。 

 

５ 免除等の制度 

（１）入学料免除及び徴収猶予 

       特別の事情により入学料の納付が著しく困難な場合，選考のうえ，入学料の全額又は半額が免除される制

度があります。また，特別な事情又は経済的理由により入学料の納付が著しく困難と認められる場合には，

入学料の徴収を猶予する制度があります。 

 （２）授業料免除及び徴収の猶予 

       経済的理由により授業料の納付が困難な場合，選考のうえ，前期又は後期ごとに授業料の全額又は半額が

免除される制度及び授業料の徴収を猶予する制度があります。 

         

６ 奨学金制度 

（１）本学では，平成２０年度から大学独自の奨学金制度を設け，本人の申請に基づき支給基準に該当する全員

に，授業料の半額相当を奨学金として支給されます。 

（２）日本学生支援機構の奨学金制度があり，本人の申請により大学から推薦し，貸与が認められた場合,次の金

額が貸与されます。 

  ・第１種奨学金(無利息) 月額  88,000 円 

  ・第２種奨学金(利息付) 月額  50,000 円・80,000 円・100,000 円・130,000 円・150,000 円 

（※ 本人の希望により貸与額を選択） 

７ その他 

   授業・研究内容，長期履修学生制度その他詳細については，下記照会先にお問い合わせください。 

       照会先： 旭川医科大学教務部学生支援課大学院・留学生係 

       電 話： ０１６６－６８－２２０９ 

（出典：大学院修士課程学生募集要項） 


